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石
化
産
業
の
課
題
と
今
後

高橋恭平氏石油化学工業協会会長

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
、
円
高

や
割
高
な
法
人
税
な
ど
、
石
油
化

学
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
石
油
化
学
工
業

協
会

石
化
協

の
高
橋
恭
平
会

長

昭
和
電
工
会
長

に
こ
れ
ら

の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か

う
べ
き
か
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
自
動
車
や
家
電
製
品
の
素
材

を
提
供
す
る
石
油
化
学
産
業
は
戦

後
の
日
本
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。

　
「
日
本
で
石
化
産
業
が
誕
生
し

て
半
世
紀
あ
ま
り
た
つ
。
日
本
の

産
業
発
展
の
変
遷
に
は
必
ず
石
化

産
業
の
存
在
が
あ
っ
た
。
容
器
・

包
装
や
日
用
品
な
ど
の
汎
用
品
だ

は
ん
よ
う

け
で
な
く
、
自
動
車
や
家
電
、
電

子
部
品
を
高
機
能
・
高
付
加
価
値

化
で
き
る
先
端
部
品
の
素
材
も
提

供
し
、
主
要
産
業
の
競
争
力
向
上

に
一
役
買
っ
た
。
石
化
製
品
は
素

材
の
た
め
、
一
般
消
費
者
の
目
に

触
れ
る
機
会
は
少
な
い
が
、
日
本

経
済
の
成
長
を
下
支
え
す
る

黒く
ろ

子

と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

こい
重
要
な
地
位
に
あ
る
と
言
え

る
」

　
―
東
日
本
大
震
災
で
図
ら
ず
も

日
本
の
石
化
産
業
の
重
要
性
が
認

知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
国

内
の
石
化
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
停
止

や
減
産
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
、

国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
を
含
め
た

製
造
業
の
供
給
網
が
混
乱
し
た
。

石
化
業
界
が
提
供
す
る
素
材
が
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
示
す
形
と
な
っ

た
が
、
石
化
協
と
し
て
も
国
内
石

化
メ
ー
カ
ー
が
供
給
す
る
素
材
の

供
給
網
の
詳
細
を
き
ち
ん
と
把
握

し
て
供
給
責
任
を
果
た
せ
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」

　
―
一
方
で
、
震
災
に
よ
る
供
給

不
安
が
国
内
石
化
産
業
の
競
争
力

低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
電
力
供
給
不
安
な
ど
震
災
要

因
だ
け
で
な
く
、
円
高
や
割
高
な

法
人
税
、
石
化
原
料
価
格
の
高
騰

な
ど
国
内
石
化
業
界
は
６
重
苦
を

抱
え
て
い
る
。
需
要
面
で
は
国
内

需
要
の
縮
小
と
ア
ジ
ア
新
興
国
需

要
の
拡
大
。
供
給
面
で
は
中
国
・

中
東
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
激
化
な

ど
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
需
給
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
運
営
に

も
迫
ら
れ
、
国
内
で
踏
み
と
ど
ま

っ
て
頑
張
り
続
け
る
に
は
限
界
に

来
て
い
る
」

　
―
日
本
の
石
化
メ
ー
カ
ー
は
ど

う
対
処
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
６
重
苦
の
状
況
下
で
は
汎
用

品
の
国
内
生
産
は
価
格
競
争
力
で

厳
し
い
。
新
興
国
メ
ー
カ
ー
が
追

随
で
き
な
い
ニ
ッ
チ
分
野
で
、
高

機
能
・
高
付
加
価
値
な
先
端
素
材

や
生
産
手
法
の
開
発
に
注
力
す
べ

き
だ
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
や
太
陽
電
池
の
部
材
な
ど
省
エ

ネ
・
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
世
界

に
誇
る
素
材
を
日
本
で
生
み
だ

し
、
価
格
競
争
力
の
あ
る
海
外
で

生
産
す
る

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｂ
Ｙ
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

で
生
き
残
り
を
図

る
必
要
が
あ
る
」

　
―
な
く
て
は
な
ら
な
い
産
業
に

も
関
わ
ら
ず
、
最
終
製
品
を
持
た

な
い
石
化
産
業
は
、
自
動
車
な
ど

の
最
終
製
品
を
持
つ
メ
ー
カ
ー
に

価
格
や
市
場
展
開
の
決
定
権
を
握

ら
れ
、
低
収
益
体
質
に
甘
ん
じ
て

き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
機
能
・

高
付
加
価
値
な
素
材
や
生
産
手
法

を
提
供
し
て
い
け
ば
、
よ
り
適
正

な
評
価
や
収
益
を
享
受
で
き
、
最

終
製
品
メ
ー
カ
ー
と
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―
Ｗ

Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な

る
。
税
制
や
規
制
を
国
際
レ
ベ
ル

と
平
等
に
し
て
、
国
際
競
争
力
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
ナ
フ
サ
な

ど
石
化
原
料
の
本
則
非
課
税
恒
久

化
実
現
、
法
人
実
効
税
率
の
見
直

し
を
日
本
政
府
に
要
望
し
続
け

る
」

　
２
０
３
０
年
、
化
学
製
品
を
使
う
こ
と
で
全
世
界
の
排
出
量
の
３
分
の
１
に

相
当
す
る
１
６
０
億

の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
可
能
性
が
あ

る
―
。
こ
れ
は

年
に
国
際
化
学
工
業
協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

が
ま
と
め

た
報
告
書
だ
。
化
学
製
品
は
素
材
と
し
て
自
動
車
の
軽
量
化
や
電
気
製
品
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
支
え
る
こ
と
で
、
全
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化
協

は
７
月
、

日
本
版
と
言
え
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。
化
学
製
品
の
使
用
に
よ
っ
て

年
に

は
日
本
国
内
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

％
を
削
減
で
き
る
と
い
う
。

他製品からの代替で年に％削減可能日化協が８製品で評価

化
学
製
品
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
効
果

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
日
化
協
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
と
同

様
に
化
学
製
品
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
と
削
減
量
を
製

品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
視
点
か

ら
評
価
し
た
。
製
品
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
と
は
原
材
料
調
達

か
ら
製
品
の
生
産
、
輸
送
、

使
用
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル

ま
で
を
指
す
。
今
回
の
評
価

は
ま
ず
化
学
製
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
量

を
算
出
。
化
学
製
品
の
生
産

だ
け
で
な
く
、
原
材
料
の
製

造
で
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２
、
化

学
製
品
を
使
っ
た
完
成
品
の

使
用
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
、
化
学
製
品
の
輸
送

で
使
わ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
や
船

の
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
を
含
む
。
そ

の
結
果
を
他
の
製
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

量
と
比
べ
る
。
化
学
製
品
の

Ｃ
Ｏ
２
が
他
の
製
品
の
Ｃ
Ｏ

２
よ
り
少
な
け
れ
ば
、
化
学

製
品
へ
の
代
替
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
で
き
る
と
評
価

す
る
。

　
こ
の
評
価
は
Ｃ
Ｏ
２
に
特

化
し
た
カ
ー
ボ
ン
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ｃ

―
Ｌ
Ｃ
Ａ

手
法
。
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
効
果
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減

貢
献
量
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
例
え
ば
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

な
ど
の
化
学
製
品
が
素
材
の

住
宅
用
断
熱
材
は
一
戸
建
て

住
宅
当
た
り

の
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
。
断

熱
材
を
使
わ
な
い
住
宅
と
比

べ
る
と
、
断
熱
材
が
使
わ
れ

た
こ
と
で
冷
暖
房
設
備
の
運

転
効
率
が
良
く
な
っ
て
削
減

さ
れ
る
電
力
使
用
量
を
Ｃ
Ｏ

２
に
換
算
し
た
。
こ
れ
が
断

熱
材
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
量

だ
。

　
日
化
協
が
評
価
し
た
８
製

品
は
、

年
時
点
の
各
製
品

ご
と
の
需
要
予
測
に
基
づ

き
、
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢

献
量
を
算
出
し
た
。
断
熱
材

で
は

年
時
点
の
新
築
数
を

戸
建
て
約

万
戸
、
集
合
住

宅
約

万
戸
、
合
計
１
０
０

万
戸
と
設
定
。
寿
命
は
戸
建

て

年
、
集
合
住
宅

年
と

想
定
し
た
。
戸
建
て
一
戸
当

た
り

、
集
合
住
宅
一
戸

当
た
り
１
０
５

の
削
減
貢

献
量
は
戸
建
て
・
集
合
住
宅

を
合
計
す
る
と
７
６
０
０
万

に
増
大
。
削
減
貢
献
効
果

を
評
価
し
た
８
製
品
の
中

で
、
最
大
の
効
果
が
あ
る
。

　
太
陽
光
発
電
は
８
９
８
万

の
削
減
が
可
能
と
評
価
し

た
。
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー

ル
材
料
に
は
シ
リ
コ
ン
、バ

ッ
ク
シ
ー
ト
、封
止
材
と
い

っ
た
化
学
製
品
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
。
評
価
は

公
共
電
力
と
比
較

し
、

年
時
点
の
導

入
量
を
年
１
７
６
万

、
寿
命
を

年

と
し
て
計
算
し
た
。

　
炭
素
繊
維
を
採
用

し
た
自
動
車
は
７
万

５
０
０
０

が
削
減

で
き
る
。
自
動
車
は

炭
素
繊
維
に
よ
っ
て

車
体
が
軽
量
化
さ
れ

燃
費
が
改
善
し
た
分

が
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果

だ
。
同
じ
く
炭
素
繊

維
を
採
用
し
て
軽
量

化
し
た
航
空
機
は
１

２
２
万

。
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

は
白
熱
電
球
と

の
比
較
で
７
４
５
万

の
結
果
が
出
た
。

　
他
の
４
製
品
を
含

め
た
全
８
製
品
の
削

減
貢
献
量
を
合
計
す

る
と
１
億
１
２
０
０

万

。
こ
れ
は
日
本
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
総
量
の

％
に
当
た

る
。
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
や
断
熱

材
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
製
品
の
普
及
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
減
る
。
そ
の

削
減
を
、
素
材
と
し
て
化
学

製
品
が
支
え
て
い
る
。
評
価

は
国
内
市
場
を
対
象
と
し
た

が
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
製

品
も
多
く
、
地
球
規
模
で
考

え
れ
ば
削
減
貢
献
量
は
も
っ

と
増
え
る
。

　
今
回
の
評
価
で
は
化
学
製

品
の
生
産
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
よ
り
も
、
削
減
貢
献
量

が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

例
え
ば
、
出
力
１

の
太

陽
光
発
電
に
必
要
な
化
学
製

品
を
作
る
の
に
投
じ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
Ｃ
Ｏ
２
に
換
算
す

る
と
７
３
５

に
な
る
。

一
方
、
太
陽
光
発
電
を

年

使
い
続
け
る
と
５
１
０
５

の
削
減
効
果
が
あ
り
、
生

産
時
の
７
倍
の
Ｃ
Ｏ
２
を
減

ら
す
。
炭
素
繊
維
も
加
工
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
が
、
自

動
車
や
飛
行
機
の
軽
量
化
に

よ
っ
て
減
る
Ｃ
Ｏ
２
量
の
方

が
多
い
。

　
石
油
化
学
産
業
の
生
産
に

よ
る
年
間
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
６
８
０
０
万

、
日
本
全

体
の
５
％
を
占
め
る
。
こ
の

た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費

産
業
と
見
ら
れ
、
排
出
削
減

を
求
め
ら
れ
や
す
い
。
も
し

生
産
の
排
出
の
多
さ
ば
か
り

に
目
を
向
け
た
温
暖
化
対
策

が
進
め
ば
、
国
内
生
産
が
縮

小
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献

す
る
化
学
製
品
が
作
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た

め
、
化
学
業
界
な
ど
は
削
減

貢
献
効
果
を
考
慮
す
る
た
め

に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
視
点
の

温
暖
化
対
策
を
求
め
て
い

る
。

　
今
回
は
８
製
品
の
評
価
だ

っ
た
が
、
日
化
協
は
評
価
製

品
を
増
や
す
方
針
だ
。
低
燃

費
タ
イ
ヤ
や
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ

Ｌ

な
ど
今
後
の
普
及
に
よ

っ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
大
き
く
削
減

す
る
化
学
製
品
の
評
価
も
加

わ
る
と
、
さ
ら
に
削
減
貢
献

量
が
増
え
る
。
ま
た
、
日
化

協
は
各
社
が
独
自
に
評
価
す

る
際
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
も

乗
り
出
し
た
。
算
出
方
法
は

統
一
し
な
い
が
、
ど
う
い
う

根
拠
や
計
算
式
で
削
減
貢
献

量
を
導
き
出
し
た
か
を
表
記

す
る
ル
ー
ル
を
作
り
、
数
値

へ
の
信
頼
性
を
高
め
る
。
ル

ー
ル
は

年
度
中
に
ま
と
め

る
予
定
だ
。


